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１． 第８回研究大会のご案内                                         

日本福祉介護情報学会 第８回研究大会 事務局 

（田園調布学園大学） 村井祐一 

■大会趣旨 

今年度の学会大会は、2007 年 12月 9日（日）に田園調布学園大学（神奈川県川崎市）において

「福祉介護情報の新地平を拓く ～情報提供・開示と選択・活用のフロンティア～」をテーマに開催

いたします。 

利用者がより良いサービス（事業者）を適切に選択することを通じて、サービス全体の質的向上

を期待したサービスの情報開示の標準化が始まってから1年半が経ちました。このような中、介護

の分野だけでなく、他の福祉領域を含めた福祉情報の提供・開示の実践状況の確認と、これからの

福祉情報の選択・活用に向けた取り組みの方向性について考えていきたいと思います。 

記念講演は福祉情報化の研究領域を切り拓いた、同志社大学（名誉教授）の岡本民夫先生にお話

しを頂きます。また、シンポジウムは福祉情報の開示・発信を行っている政策、福祉施設、NPO(第

三者評価や情報発信)、ボランティア（情報提供）などの方々から、それぞれの領域からの福祉情報

提供の実践状況と課題、そして今後への展開についてお話しを頂き、福祉情報活用のフロンティア

を切り拓く一歩にしたいと考えております。 

本学での大会開催は第4回研究大会（2003年度）以来の2度目となりますが、前回大会開催後に

新校舎（4 号館）やラウンジ（食堂）が完成し、より快適な環境で皆様をお迎えすることができる

条件が整っております。多数の会員のお越しをお待ちしております。 

 
■大会次第 

大会テーマ：「福祉介護情報の新地平を拓く」―情報提供・開示と選択・活用のフロンティア－ 

会場：田園調布学園大学 4号館４４１教室 

〒215-8542 神奈川県川崎市麻生区東百合丘３－４－１ 

《連絡先》 電話 044-966-9211 ・ FAX 044-955-4345 

      E-mail:jissi@umin.ac.jp  ・ URL http://jissi.jp 

会期：2007年12月９日（日） 午前10時～午後5時30分 

09：30～    受付開始 

10：00～12：30 自由研究発表 

13：30～14：00 学会総会 
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14：10～14：50 記念講演（同志社大学 岡本民夫 教授）   

15：00～17：30 シンポジウム 

18：00～    懇親会 

 

■自由研究発表の申し込み 

11 月 16 日（金）が期日です。「自由研究発表要旨」を作成の上、「申込書」に必要事項を記入し

て、下記の連絡先までEメールまたはファクシミリでお申し込みください。 

 

■大会参加申し込み 

Eメール（jissi@umin.ac.jp）もしくはハガキ・ファクシミリに必要事項をご記入の上、大

会事務局までお申し込み下さい。 

①氏名 ②所属 ③連絡先（郵便番号・住所・電話） ④E-mailアドレス ： 

⑤お弁当予約（要/不要） ⑥懇親会出席 （有/無） ： 

  

■連絡先 

本研究大会に関する連絡はすべて大会事務局まで原則としてE-mailにてお願い致します 

大会事務局：〒215-8542  

神奈川県川崎市麻生区東百合丘３－４－１ 

田園調布学園大学 村井研究室（日本福祉介護情報学会 第８回研究大会事務局） 

FAX ０４４－９５５－４３４５ E-mail: jissi@umin.ac.jp 

※ 詳細は、同封の「日本福祉介護情報学会 第８回研究大会開催要綱」をご覧ください。 

 

２． 学会紀要 第４号・第５号について                                           

日本福祉介護情報学会理事・紀要編集委員長 

（立命館大学）生田 正幸 

学会研究紀要「福祉情報研究」第４号は、第８回研究大会が開催される12月上旬頃にお手元にお

届けできる見込みです。今号は昨年11月に京都で開催された第７回研究大会のテーマ「福祉・介護

の実践としての情報の活用 − 記録をめぐる新たな取り組み −」をタイトルに、福祉情報論のパイ

オニアである同志社大学名誉教授の岡本民夫先生より「情報としての記録への挑戦」と題する巻頭

言をいただき、３本の論文の掲載を予定しています。 

 また、第５号については、例年通り１月末まで投稿論文の申込みを受け付ける予定ですので、ふ

るってご応募ください。なお、すでにご承知かと思いますが、「福祉情報研究」は、投稿論文につい

て査読制度を導入しています。近頃では、研究業績として査読審査された論文を求められることも

多くなっていますので、会員の皆様の積極的なご投稿をお待ちしています。 

 

３． 医療情報学連合大会の案内                                              

第 27回医療情報学連合大会 (第 8回日本医療情報学会学術大会)が次のように開催されます。本

学会も共催団体となっていますので、本学会会員が参加する場合は「会員」扱いとなります。 

開催日： 2007年(平成19年)11月23日(金・祝)−25日(日)  

会 場： 神戸コンベンションセンター (神戸国際会議場・神戸国際展示場)  

テーマ： 医療安全を支えるIT −その光と影−  

  ～～～～～     ～～～～～     ～～～～～       ～～～～～ 

（編集後記） 本年度第２号のニュースレターをお届けさせていただきます。第８回研究大会の開催要綱とあわせ

てご覧ください。（岩手県立大学） 小川 晃子 


